
 

 

 

   

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

                                      

 

 

 

 

 

【1年生の感想より】 

校長先生から、ぼくの心とお月さんがつながっているとお聞きして、びっくりしました。遊んでいる時に、

友だちが転んじゃった時、ぼくが「大丈夫？」って言ったら、その子が「ありがとう」って言ってくれて、ぼ

くの心がうれしくなったことがあります。校長先生のお話はこういうことなんだと思いました。 

今年度最後となった２月の参観日には、大勢の皆様にご来校いただき、ありがとうございました。 

「めあてをもって、課題を追究する姿」「友だちやお家の方に自分の成長や素直な気持ちを伝える姿」「協力し合って友

だちと関わり合う姿」・・・。それぞれの学級で、子どもたちの１年間の成長を感じていただけたことと思います。 

これからも、保護者の皆様と連携をし、子どもたち一人ひとりに寄り添った指導・支援をしてまいりたいと思います。 

卒業式まで、「登校日数１２日」となりました。子ども達と共に「日に新たに」。そして、「惜しむ心」を大切に過ごします。 

皆さんは、今、幸せですか。この１年間を振り返って、どんな幸せがあったか確認してみましょう。 

幸せを確認する一つの手がかりは、感謝する気持ちです。「ありがとう」と思う心です。 

朝、自分が「おはよう」と言ったら、友達が「おはよう」と答えてくれると、気持ちいいですよね。 

授業中、先生に教えてもらったら、できるようになったり、わからなくて困っていたら、友達が教えてくれて

「あっ、そうか。」とわかったりすると、うれしいですよね。 

休み時間、友達と一緒に遊んだ時も楽しいですよね。友達がいるから、友達と遊べるのです。友達に「ありが

とう」と思いますよね。今日、休み時間に友達と遊べたら、一緒に遊んでくれた友達に「ありがとう」って言っ

てみましょう。言った自分も、言われた友達もとってもうれしい気持ちになりますよ。 

給食をおいしく食べるときも、給食を作ってくれた人たちに「ありがとう」って思いますね。 

お掃除の時、友達に手伝ってもらったら、「ありがとう」って思いますよね。それに、自分が床を一生懸命磨

いてきれいになったら、汚れたぞうきんには、「こんなに汚くなるまで頑張ってくれてありがとう」と思うし、

きれいになった床にも「きれいになってくれてありがとう」という気持ちが生まれますよ。 

１年間の学校生活を見直してみると、もっともっとたくさん「ありがとう」と思うこと、うれしく思うことが

あるはずです。校長先生も、みんなが毎日学校に来てくれるだけでうれしいんです。いつも、みんなに「ありが

とう」って思っています。 

こうやって、うれしく思ったり、楽しく感じたり、悲しく思ったり、苦労を感じ 

たりできることも、生きているからです。これも、幸せなことです。実は、幸せは、 

いつもみんなの周りにあるのです。ただ、私たちは、気づいていないだけなのです。 

心は、ちょうどお月様に似ています。 

お月様は、満月と言ってまん丸に見えるときもあれば、三日月に見えることもあ 

ります。お月様って、どんな形をしていますか？丸いんですよね。たまたま、太陽の光が当たっているところだ

けが明るく見えるから、まん丸に見えたり、半分に見えたり、三日月に見えたりするんです。三日月の時は、月

は欠けて小さくなっているのではありません。月は、ちゃんといつでも丸い形をしているんです。ただ、見えて

いるところがちょっとなだけなのです。 

心も同じです。嫌なところがちょっとな時も、そこだけが見えるから、嫌な気持ちになってしまうのです。嫌

な気持ちの時も、見えていない心の中には、ちゃんと幸せが隠れています。みんなの心もまん丸です。嫌な気持

ちは一部だけ。ちゃんと心の中には幸せが入っています。 

１年間を振り返るとき、辛かったことや悲しかったことを振り返ることも大事ですが、同時に、見えていなか

った、心の中の幸せな部分も振り返ってください。そうすると、この１年間が、とてもすてきな１年間だったこ

とがわかるはずです。見えていなかった所に、たくさんのうれしい「ありがとう」があるはずです。そんな風に、

見えていなかったところも、もう一度思い出しながら、１年間を振り返ることができるといいなと思います。 

 

 



 

 

 

 

 

１年生：「豆まき」 

自分の心の中をそうっと見つめて、追

い出したい「泣き虫鬼」「おしゃべり鬼」

「意地悪鬼」・・・鬼は外！福は内！   

ＰＴＡ予算で８７冊の本を購入させていただきました。 ありがとうございました。一部を紹介します。 

◆ルールと見どころ！オリンピックパラリンピック全競技（全 6巻）        

 図書館に入れてほしい本アンケートでお勧めいただいた本です。この本で競 

技のルールや見どころを確認しておけば、せまる東京オリンピックをもっと楽 

しめること間違いなしです。 

◆世界一クラブ ③④ 

   子どもたちからの続刊購入への要望熱いシリーズだったため購入させていた 

だきました。 

◆ソメコとオニ 

 「モチモチの木」の作者・斉藤隆介さんと絵・瀧平二郎さんのコンビが描く 

わんぱくな女の子・ソメコとソメコを誘拐しようと企む鬼のお話です。 

◆フェルトのマスコット 

  手芸が苦手でも作れるように材料から作り方までわかりやすく丁寧に説明さ 

れています。見てるだけでもかわいくて楽しい本です。 

◆作って楽しむ信州シリーズ（全 3巻） 

 信州の漬物・粉食・保存食の作り方がそれぞれ載った三冊です。 

◆冒険者たち ガンバと 15匹の仲間 

  ドブネズミの主人公・ガンバとその仲間たちによる、イタチのノロイ一族によって危機におちいった島のネズミ

たちを救うための冒険と戦いの物語。持ち運びしやすい軽装版を購入させていただきました。 

 

５年生：「児童会選挙」 

５年生全員が、各立候補者を応援し、

協力して選挙運動に取り組んだ経験は、

「6年生を送る会」につながっています。   

６年生：「パラリンピック教育」 

  パラリンピックに５回出場したメダリ

ストの加藤正さんをお招きして、ご講演

と正式種目「ボッチャ」を体験。 

３年生：一人一鉢「パンジー」 

ボランティアの保護者の方から、パンジ

ーの植え方を教わりました。翌日は、先輩と

して、２年生のお手本となって植えました。 

４年生：「おいしい理科の学習」 

『熱の伝わり方』の学習は、「鉄板のど

こに肉を置くとおいしく焼けるか」を考

え、ホットプレートとの違いも実験！   

２年生：「大なわとび」 

一緒に跳びながらコツを教えてくれ

た５年生のおかげで、意欲も記録もアッ

プ！！５分間で６０回跳べたよ！ 


